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■集落の自治組織 
 

集落の構成と組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
※初寄り 

年始に全戸から一人ずつ公民館に集まって、区長等

の選任や会計予算、年間計画などを話し合います。 

【地区別版】第 4号 平成 31年 1月発行 

発行：畑地区編集チーム   

編集：西原村震災復興推進課 

はたモン便り第 4号では、集落を紹介する冊子「集落の教科書（仮称）」の一部を掲載します。 

また、擁壁等の工事が始まります、中面の「工事進捗状況と今後の予定のお知らせ」をご覧ください。 

 

【消防団の年末警戒】 

むかしは子どもと一緒に「火の用心」ってやっていましたが、消防団がもう

ちょっと密接に地域と係っていいのかなあと思い、年末警戒の広報活動を

畑・風当の子ども会に案内して希望者があれば、消防積載車に乗せて火の用

心の広報活動を一緒にしようかという取組みを考えています。 

・・・さて、この便りにはその結果が間に合いません。どうでしたか。 

■編集チームからの提案など 
 
【これからの集落間の連携について】 

子ども会は、地震前までは子どもが少なくなって、畑、風当、名ヶ迫で一緒にやるようにしていました。 

地震をきっかけとして、お年寄りと若い人が仲良くなって、地域のコミュニティがしっかりしてきたことはい

いことなんですけど、地震後、地区毎の行事が多くなり、風当は風当、畑は畑と地区の行事にぶら下がって子ど

も会を合わせるようになって、子ども会を開く地区以外の子ども達が来なくなりました。現在、子ども会全体の

行事ができていない状況にあります。 

集落内の縦の繋がりが強くなって集落間の横の繋がり相対的にが弱くなったような気がします。消防団組織で

は、名ヶ迫は万徳と一緒なのでそちらと結び付きが強いです。バランスを取って 3 地区の連携を継続していき

たいと思います。 

■編集チーム会議報告  集落の教科書（仮称）の一部をダイジェストで紹介します 

自主防災組織 

名称：畑地区自主防災組織 

役員：委員長（1名）、防災委員（1名）、 

避難委員（2名）、救助委員（2名）、 

救護委員（2名） 

活動内容：防災訓練、防災学習など 
 

消防団 

名 称：第二分団第四班 

定 員：風当と合同で 9名（現在、畑：6、風当：4） 

活動内容 

1  1月：出初式 

1  3月：春季火災予防運動 

15月：操法大会（隔年） 

11月：秋季火災予防運動、防災訓練（隔年） 

12月：年末警戒 
 

子ども会 
名 称：畑子ども会 

対象者：小学生（名ヶ迫、風当と 3地区合同） 

企画・運営は保護者が担う（会長 1名、会計 1名）。 

活動内容：廃品回収、ゴミ拾い、お楽しみイベント 
 

婦人会 

名 称：畑婦人会 

対象者：65歳未満の既婚女性 

活動内容：催し等の食事の手伝い、旅行など 
 

敬老会 

名 称：函老会（かんろうかい） 

対象者：65歳以上 

活動内容：サロン、スーパーサロン、 

ミニデイサービスなど 

地蔵まつり 

【時期・場所】8月・畑地蔵 

【内容】 

・地蔵さんを清掃して、飾りを

付けて、お賽銭をあげた子ど

もたちにお菓子を配る。 
 

※畑地蔵 

・お地蔵さんは子どもの守り

神としてのご利益が一般的

に知られている。 

・文政 3年（1830年）築造 
 

神社の例祭 

・畑地区の中に神社はないが、地区の氏神として小森

神社、塩井社、妙見社の三社があり、袴野、桑鶴、

大切畑、風当、畑、名ヶ迫、万徳、下小森の 8地区

が当番で例祭のしめ縄などの準備をする。 

・畑区から 3～5人が参加 
 

※小森神社（二ノ宮神社） 

・阿蘇市宮地の阿蘇神社系のお宮で、阿蘇都比咩命

（あそつひめのみこと）を祀っているが、鎌倉権五

郎景政が合祀されている。 

・例祭は 11月 23日（現在、地震被害のため休止） 

 

 

土地改良理事（2名、3年） 

分館長（1名） 

小組合長（農家で組織） 

原野組合理事（1名、3年） 

衛生班長（区長が兼任） 

謹賀新年 

集落の教科書（仮称）：集落の特徴や魅力をまとめ、集落のみなさんで集落に関する情報を共有し、再認識してい

ただくとともに、西原村に関心のある方に「畑集落」の魅力を知っていただき、移住希望者の方にとっては、畑

集落に住まうことの概要をお示しすることで移住の判断材料としていただくことを目的とします。 

 

その他の畑区の役職 

■集落の教科書（仮称）一部ダイジェストのつづき 

■伝統行事 

どんどや 
【いわれ】 

小正月の行事で、正月の松飾り、書初めなどを家々

から持ち寄り、一箇所に積み上げて燃やす日本伝統

の火祭り行事である。 

どんどやの火にあぶったり、残り火で鏡餅を焼い

て食べれば、その一年間健康などの言い伝えもあり、

無病息災・五穀豊穣を祈る民間伝承行事である。 

【時期・場所】1月中旬・県道下の農地 

【内容】 

・30 年程前に名ヶ迫のどんどやに参加するように

なり、10年程前から畑地区単独でやりはじめた。 

・男達みんなで、竹で櫓を組んで、火をつけ、昨年

の熊手、しめ飾りなどを燃やす。 

・その年の干支の人達が火をつける。 

・餅を焼いて食べる、竹のカップで酒に燗をつけて

飲む。区長さんからおでんが振舞われる。 
 

馬ん子祝い 
【時期】3月 

【内容】 

・萌の里の近くの馬頭さん（馬頭観音）にお参りする。

その後、お花見のような飲み会がある。 
 

先祖まつり 

【時期】1月 16日と 8 月 16日 

【内容】 

・畑地区の共同墓地にお参りして、みんなでご先祖様

に感謝する。 

・そのあと公民館で軽く飲み会がある。 

小森西区 

（嘱託区長） 

小森東区 

（嘱託区長） 

小森区（総区長） 
小森東・小森西のどちら

かの嘱託区長が兼任 

書 記（1名） 

会 計（1名） 

監査役（3名） 

畑区（区長） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ 

●滑動崩落対策工 【工事発注中】 

・地震の揺れにより滑り崩れた宅地について、地盤にセメントを

混ぜて固めるなどの対策を行い、地震に強い宅地にします。 

・12 月 26 日に入札予定で、順次工事が始まります。 

 

 

 

 

●道路工 【詳細設計中】 

・現在設計を進めており、その後工事発注の手続きを行い、工事

発注となります。 

・工事中は一部の区間で通行止めが想定されます。 

  

●擁壁工、補強工 【工事発注中】 

・地震の揺れにより滑り崩れた宅地について、擁壁を復旧したり、

既存の擁壁を補強します。 

・12 月 26 日に入札予定で、順次工事が始まります。 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

工事 工事発注 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

工事 工事発注 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

工事 設計 

●用地測量 【準備完了、測量中】 

・道路を拡幅する箇所について、用地を分筆し買収するため、測

量を行います。 

・公図や登記簿等の資料収集、用地買収範囲の座標化等の準備が

完了し、１月以降に順次現地作業を進めています。 

 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

用地測量 

畑集落は、12 月 26 日に入札予定で、工事が始まります。 

工事や用地測量に際し、みなさまにご相談や立会をお願いする場合がございます。 

ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（工事中） 

拡充事業により復旧する擁壁の一部

については、先行して工事発注して

おり、順次工事を進めています。 
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